
      

      
      

      

      
      

 

 

１. はじめに 
 科学的探究において、仮説設定はその後の過程

を導く重要な役割を持つにも関わらず、理科の授

業では仮説を立てる機会が十分に提供されていな

い（e.g., 小林・永益，2006）。仮説を立てる機会

が提供されても、生徒はどのようにして仮説を立

てればよいかが分からない。このような問題は理

科の授業のみならず、高等学校の理数探究といっ

た探究型の授業にも広く共通する。そこで、筆者

らは対象論文において、仮説設定の思考過程を 2
つの段階に分ける指導法や、効果的な事象提示の

在り方を検討した。 
 
２. 思考過程に基づく段階的な指導 
 先行研究より、仮説設定の思考過程は「変数の

同定」と「因果関係の認識」に大別できることが

支持されており（Arnold et al., 2018；中村・松

浦，2018；山田・小林，2014）、これらの過程を

分けて段階的に指導することは有効だと考えられ

る。前半の「変数の同定」とは、目の前の問題事

象から変化し得る要素（変数）を抽出する過程で

ある。この過程では、自分の考えにあった変数の

みに着目する確証バイアスを避けるために、あら

ゆる変数を網羅的に検討することが重要である。

特定された変数は、後の検証計画場面において制

御すべき変数としても参照される。 
後半の「因果関係の認識」とは、同定した変数

間の因果関係を検討する過程である。この過程で

は、独立変数がどのような値を取り得るかを場合

分けし，それぞれの場合で従属変数がどのように

変化するかを検討することが重要である。例えば、

「温度→体積」という因果関係を検討する場合、

温度が高い場合と低い場合に場合分けし、それぞ

れの場合で体積がどうなるかを説明することにな

る。これらの 2 つの過程を経て、生徒は現象に対

する仮の説明（仮説）を形成していく。 
 
３. 事象提示の工夫 
 従来の仮説設定の指導法では，単一の事象を示

し，ただ仮説設定を求めるのみであった。しかし

ながら、単一事象による仮説設定は知識や経験へ

の依存が強いという難しさがある。そこで、条件

の一部が異なる複数の事象を提示し、それらの比

較を通して変数を見いださせる工夫が有効だと考

えられる。複数事象を比較することで知識依存を

低減し、自分の考えにあった変数のみに着目する

確証バイアスを回避することができる。例えば、

図 1 に示す 2 つの事象を比較させ、物の浮き沈み

に関する変数を網羅的に見いだし、見いだした変

数から因果関係を検討することは仮説設定の指導

方略として有効に作用する。図 1 の事象だけでは

結論が出ないため、実験の必要性が残ることもポ

イントである。 

 
図 1 条件が制御されていない複数事象の例 
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複数事象の比較を通した仮説設定の段階的指導 

―中学校第 2 学年「電流とその利用」を例として― 
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４. 実践事例 
対象論文では，中学校第 2 学年「電流とその利

用」の単元において，複数事象の比較を通した段

階的な指導法に基づく実践を行っている。事象提

示として，図 2 に示す 2 つの事象が生徒示され，

金属線に流れる電流の大きさ（従属変数）が異な

ることが確認された。生徒は事象間で何が異なる

かを比較することで，金属線の長さ，太さ，種類

といった独立変数を見出し，学級で共有していた。

そして、独立変数の変化に伴い従属変数がどう変

化するかを図 3 に示すワークシートに記録した。 
 

 
図 2 条件の異なる 2 事象の提示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 3 使用したワークシート 

その後，独立変数の変化に伴い電流の大きさ

（従属変数）がどのように変化するかの因果関係

を整理したうえで，「金属線に流れる電流の大きさ

が異なる」という現象を説明する仮説を文章化し

ていた。そして，設定した仮説ごとに班に分かれ

て，仮説を検証するための実験計画を検討してい

た。その際，教師は，複数事象の比較を通して見

出した独立変数を統制した実験計画になっている

か確認するよう促していた。 
 従来の仮説設定の指導では単一事象を示してた

だ仮説を考えるよう求めるのみであった。それに

対して、提案する方法では、複数事象の比較を通

して仮説設定の段階的指導することで、仮説の立

て方を明示的に指導している。対象論文では、本

実践の効果を量的・質的に検討しているため、詳

細はそちらを参照いただきたい。 
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